
特長�

ボタンの名称�

時刻・カレンダーの合わせかた�

リコール（呼び出し）の使いかた�

エレクトロルミネッセンスパネル（内部照明）の交換について�

アラームの使いかた�

お取扱いにあたって�

長くご愛用いただくために�

クロノグラフの使いかた�

バッテリーインジケーター�

スキューバクロノグラフの使いかた�

潜水前のご注意� 潜水中のご注意� 潜水後のお手入れ�

●ガラスにひび、カケ等の
　異常はないか。�
●バンドの固定は確実か。�
（バネ棒、止め金、その他）

20気圧（水深200mの
水圧に相当する）の
圧力に耐えます。�

岩などにぶつけないよ
うに注意してくださ
い。�

海水を真水でよく洗い落とし、
サビなどが出ないようにしてく
ださい。�
また時計を洗った後よく拭いて
ください。�

ショック�

軽スポーツによる影響はあ
りません。�

※ただし、落としたり強く
　ぶつけたりしないでくだ
　さい。�

静電気�

磁気の影響はありませ
ん。�

時計に使われているIC（集積回路）
は静電気に弱い性質をもっていま
す。強い静電気を受けた場合は、
表示が狂うことがありますので、
ご注意ください。特にテレビ画面
から強い静電気が出ておりますの
で、ご注意ください。�

磁気�

直射日光が長時間あたった
り、高温になる所に置かな
いでください。�
※表示が黒くなることがあ
　りますが、常温にもどれ
　ば影響は残りません。�

温度�この時計は常温（５℃－35℃の範囲内）の時に安定した�
時間精度が得られるように調整してあります。�

寒い所に長く置かないでくださ
い。�
１）多少の進み遅れが生ずるこ
　　とがあります。�
２）数字の変わり方が遅くなる
　　ことがあります。（精度に
　　は関係ありません）�

〈プラスチックケースの場合〉�
ケースの材料として、プラスチ
ックを使用しておりますのでア
ルコール、ガソリン等の溶剤類、
化粧品などのスプレー液また、
クリーナー類、接着剤および塗
料類が付着しますと、化学作用
により、ケース、バンドなどの
変色、劣化や破損の原因となる
ことがありますので十分ご注意
ください。�

薬品�

保証について�

電池についてのお願いとご注意�

電池交換時または２～３年に１度の点検をおすすめします。点検の受け付けはお
買い上げ店またはセイコー取扱店でいたしますが、点検作業は、すべてセイコー
サービスセンターで行います。点検の結果によっては調整修理を必要とする場合
があります。�
ウレタンバンドは、材質の特性上、弾力性が失われ硬化してくることがあります。
ご使用状況に応じ１～２年に１度のバンド交換をご依頼ください。�
※そのときにパッキンやバネ棒の交換をご依頼ください。�
※部品交換のときは「セイコー純正部品」とご指定ください。�

ケース、バンドについた汚れや汗や水分はサビの原因になりますので、柔らかい
吸湿性の良い布などでふき取ってください。�
ケース、バンドは肌着類と同様に直接肌に接しています。汚れたままにしておき
ますとサビで、衣服の袖口を汚したり、皮ふの弱い方はかぶれたりする場合があ
りますので、常に清潔にしてご使用ください。�

点検のおすすめ� ケース、バンドのお手入れ�

�液晶パネルは７年を過ぎますと、コントラストが低下したり、数字が読みにくくなります。お買上げ店または、セイコー取扱店に交換を�
お申しつけください。有料にて申し受けます。�

保証期間内に、取扱説明書にそった正常なご使用状態で、万一故障した場合に
は、保証書をそえてお買い上げ店、またはセイコー取扱店にお持ちください。�
保証内容は、保証書に記載したとおりです。�
この時計の修理用部品の保有期間は通常7年を基準としています。�
正常なご使用であれば、この期間中は原則として修理は可能です。�
※修理用部品とは、製品の機能を維持するのに不可欠な時計本体の部品です。�
修理の可能な期間は、ご使用条件によりいちじるしく異なりますし、精度ももと

通りにならない場合がありますので、修理ご依頼の際に取扱店とよくご相談くだ
さい。修理のとき、ケース、文字板、針、ガラス、バンド、などは、一部代替部
品を使用させていただくこともありますので、ご了承ください。�
セイコークオーツウオッチについてのご相談は、「お買い上げ店」またはお近く
の「セイコー取扱店」でうけたまわっております。なお、ご不明の点がありまし
たら、別紙「サービスセンター」および「お客様相談室」へお問い合わせくださ
い。�

�

「電池寿命」�
この時計は、新しい正常な電池を組み込んだ場合、その後約２年
間作動します。�
※ただし、電池寿命はアラームを１日20秒以内、操作確認音を１日50回以内、
内部照明の点灯１日３回以内、コミュニケーションアラーム１日３回、オ
ートシグナル１日22時間以内を基準としていますので、それ以上使用した
場合は、２年に満たないうちに容量が切れることがあります。�

※この時計には工場出荷時に時計の機能を点検し、性能を検査するために使
用した電池〔モニター電池：機能検査用電池〕が組み込まれていますので、
お買上げ後２年に満たないうちに電池寿命が切れることがありますがご了
承ください。�

※電池寿命が切れた場合は、保証期間内であっても電池交換は有料となります。
�

「電池交換」�
ダイバーズウォッチは潜水に使用されるため、電池交換にあた
っても厳重なチェックの必要があります。�
電池交換の受け付けはお買上げ店、またはセイコー取扱店でい
たしますが、交換作業はすべてセイコーサービスセンターで行
ないます。�
時計は取扱い店からセイコーサービスセンターに送付され、電
池交換と同時に防水性、パッキン検査・交換、水深計検査など
を実施いたしますので、10日前後のお預かり期間と、検査費用
がかかることがございます。�
※電池交換をしますと下記の状態で時計が戻ってきますのでご注意ください。
　　・ログデータはすべて消えてしまいます。�

※時計から電池をとりだした場合、電池は幼児の手が届かないところに保管
してください。�

　万一、飲み込んだ場合には、ただちに医師とご相談ください。�

液晶パネルについて�

注）万一、異常が認められた場合は、最寄
りのセイコー取扱店にご相談ください。�

いずれの場合も、もとの温度にもどれば、正常な状態にもどり
ます。�
※－10°C以下、＋60°C以上の温度下で長時間放置しますと
　止まりの原因になったり、電池が漏液したり、電池寿命が短
　くなることがありますのでご注意ください。�

製品仕様�

この時計は、ログデータ（ダイビングの記録）を計測と同時に自動的にメモリーできる機能や、スタートさせると、10分経過毎に音で知
らせる機能（オートシグナル）、水中での仲間同士の合図に使用できるアラーム機能（コミュニケーションアラーム）を合わせ持ってい
ます。�
又、暗闇でも表示全体を確認することができる内部照明（全面パネルライト）がついていますのでスキューバダイビング等にお使いいた
だけます。�
「時刻・カレンダー機能」�
　　・うるう年でも修正不要の「フルオートカレンダー」（1993年～2042年）機能付です。�
「スキューバクロノグラフ機能」�
　　・10時間計（１秒単位）�
　　・スタートさせると10分経過毎に音で知らせます。（オートシグナル）�
　　・計測した時の「月日」「潜水開始時刻」「潜水時間」「潜水回数」を自動的にメモリー（記憶）します。�
　　・水中での仲間同士の合図に便利なアラーム付です。（コミュニケーションアラーム）�
「リコール機能」�
　　・メモリーされたログデータを、計測後（RESET）リコール（呼び出す）することができます。�
「クロノグラフ機能」�
　　・10時間計（1/100秒単位）�
「アラーム機能」�
　　・３チャンネルのデイリーアラーム（ON/OFF切替え付き）�
「バッテリーインジケーター機能」�
　　・電池の交換時期が、どのモードでもわかります。�
「内部照明（全面パネルライト）機能」�
　　・物質に電圧をかけると光を放す現象（エレクトロ  ルミネッセンス＝EL）を利用した発光方式を採用しています。�
　　・専用ボタンの操作により、「リコールモード」を除く、どのモードでも１回押しで約３秒間点灯します。�

※エレクトロ  ルミネッセンスの発光体は、発光時間の経過と共に徐々に輝度が減衰する特性を持っています。�
　（詳しくは、“エレクトロ  ルミネッセンスパネル（内部照明）の交換について”の項をご参照ください。）�

＝ご注意事項＝�
　　このスキューバダイバーは、一般スポーツダイバー用に作られており、「減圧潜水」「飽和潜水」�
　　「高所潜水」には使用しないでください。�

ボタン�B

ボタン�A

例：時刻・カレンダーモード�

ボタン�

ボタン�

C

D

モードマーク�他のモードマークが点滅している場合は、その�
モードが計測中であることを示しています。�

モード切り替え�

●ボタン　 を押す毎に、つぎの順序でモードが切り替わります。�A

※スキューバクロノグラフモードでは、計測中（潜水）は誤作動防止の為、リセット状態に戻っていないと他のモードには切り替わりません。�
※操作確認音がセットされていますと、モードを切り替える毎に「ピッ」となります。「アラームモード」から「時刻・カレンダーモード」に切り
　替わる所のみモード１周の区切りが判る様に音色を変えてあります。�
　（操作確認音については「アラームの使いかた」を参照してください。）�

-TIME- -DIVE.T- -RECALL- -CHRO- -AL-
時刻・カレンダーモード� スキューバクロノグラフモード� リコールモード� クロノグラフモード� アラームモード�

・1/100秒単位．10時間計�
・最大計測時間：９時間59分59秒99（以降は繰り返し計測）�
・メモリー機能はありません。　�

�
�
�
●ボタンの名称とはたらき�

例）スタート前の状態�

・スプリット�
・リセット�

ボタン�

クロノグラフモード
への切り替え�

ボタン�

ボタン機能案内表示�
(START･MODE･LIGHT)

時�分� 秒�

グラフィック表示（1/100秒毎に表示が１マスずつ加減算）�

・スタート�
・ストップ�

ボタン�

ボタン�

クロノグラフ�
モードマーク�

スプリットタイムとは、�
　スタートからある区間までの�
　途中経過時間をさします。�

（スタート）�
スプリット�

●ボタン　 を押して「クロノグラフモード」にしてください。�
●普通の使いかた（例：100m競走）�

●時間計測を積算で行う場合（例：バスケットボール）�

●計測中に他のモードに切り替えても正常に作動していますが、計測していない場合は、電池寿命が�
　短くなりますので、作動を停止させてください。�

●スプリットタイムを測る場合（例：マラソン）�

※操作確認音については、 アラームの使いかた  を参照してください。�「� 」�

現在時刻�

スタート� ストップ� リセット（00秒にもどります）�

現在時刻�

現在時刻�

C

A D

〔ゴール〕�

〔競技開始〕� 〔競技中断〕� 〔競技再開〕�
スタート�ストップ�スタート� リセット�

B

〔5km地点〕�
スプリット�スタート�

C B

ボタン　を押すことで途中のスタート/ストップは、�
何回でもくり返すことができます。�

〔競技終了〕�
ストップ�

C

例：20分00秒�

例：   秒86

点滅�

スプリットタイム�
例：15分01秒00

スプリット計測後、�
再スタートさせてください。�

例：1分50秒00

ボタン　を押すことで途中のスプリットは、�
何回でも、くり返すことができます。�

C

B

内部照明の点灯�

C

〔ゴール〕�
ストップ� リセット�

CCC

C B

再スタート�

B B

CB

現在時刻�

A

9

1/100秒�

AD

３チャンネル（ch）のデイリーアラームです。�
チャンネル毎にON（セット）/OFF（解除）の切り替えができます。�

●ボタンの名称とはたらき�

アラーム時刻合わせ�
　呼び出し／解除�

・内部照明の点灯�
・チャンネル毎のON/OFFの切り替え�
・アラーム時刻の修正箇所の合わせ�

アラームモード�
　　への切り替え�

�

・チャンネルの選択�
・アラーム時刻の修正箇所の選択�

　ボタン　で「１ch」�
　を選択してください。�

●アラームを鳴らしたいとき、鳴らしたくないとき� ●鳴っているアラームを止めるには�

●アラーム音の試し聴き（サウンドデモンストレーション）と報時並びに操作確認音のセットと解除。�

ボタン　を２～３秒間
押し続けると、アラー
ム時刻が消え、OFF
（ON）が点滅表示し
「アラーム時刻合わせ
状態」になります。�

ボタン　を押します
と、つぎの順序で修
正箇所が点滅表示し
ながら切り替わりま
す。修正箇所を選択
してください。�

スキューバクロノグラフが計測（スタート）状態の
場合のみ、10分経過毎に鳴ります。�
スキューバクロノグラフが計測（スタート・ストッ
プ ）状態で、ボタン　を押すと約５秒間鳴ります。�

ボタン�C

C

C

B

A D

3 4

6
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現在時刻�

アラームセット時刻�
（例：午前6時00分）�

デイリーアラーム：毎日、１日１回設定時刻にア�
　　　　　　　　　ラームが鳴る機能（24時間制）�

修正箇所OFF（ON）を選択し
てボタン　でONにセットしま
す。次に合わせたい所を点滅さ
せたら、ボタン　を１回押す毎
に点滅している数字が１つずつ
進みます。�

●ボタン　を押して「アラームモード」にしてください。�
※アラームがセットされている場合、数字の小さいチャンネル�
　から表示します。�

現在�
時刻�

ボタン　を押して「アラームモード」
にもどしてください。アラームマーク
が点灯します。�
押し忘れた場合でも２～３分後に「ア
ラームモード」へ自動的にもどります。

OFF

時�

分�

（ON）�

↓�

↓�

※�「アラームの使いかた」の　・　の操作をしますと「アラーム時刻合わせ状
態」になります。次にボタン　を押すと、セット（ON）と解除（OFF）を
繰り返しますので、選択をしてください。次にボタン　を押して「アラーム
モード」 にもどしてください。�

アラームはセットした時刻になると、20秒間
鳴り続けます。鳴っているアラームを止めた
い時は、ボタン　　　　   いずれか１つのボ
タンを押してください。�

※�

「２・３ch」を使用する場合
は、ボタン　で「ch」Noを
選択して、　～　の操作を繰
り返してください。�

ボタン　を押し続けると、早送りでき
ます。�
12時間制の場合は、A（午前）、P（午
後）に注意して合わせてください。�
アラームモードの12H/24Hは、「時刻・
カレンダーモード」の12H/24Hに連動
しています。�

※�

オートシグナル　　　　　　：�
�
コミュニケーションアラーム：�

アラーム音�報時�操作確認音�オートシグナル�コミュニケーションアラーム�

現在�
時刻�
　→�

（アラームが鳴ります）� （アラームが鳴りません）�

ONマーク�
　　点滅�

アラームマーク�
　　点灯�

アラームセット状態� アラーム解除状態�
２・３チャンネルの場合も、使いかたは同じです。�※�

※�「時刻・カレンダーモード」でボタン　を押すごとに、報時・
操作確認音のセットと解除ができます。また、ボタン　　を
同時に押し続けると「アラーム音の試し聴き」ができます。�

（報時します）� （報時しません）�

報時マークを「点灯」した状態では、毎正時の「報時」「操
作確認音」が鳴り、「消灯」した状態では「報時」「操作確
認音」は鳴りません。�
報時マークを「消灯」した状態でも、「スキューバクロノグ
ラフモード」のみ操作確認音は鳴ります。�
「アラーム」のセット時間と「報時」が重なった場合、「報時」
は鳴らず「アラーム」が優先となっています。�

ボタン�

ボタン� ボタン�

ボタン機能案内表示�
アラームモードマーク�
アラームマーク�

A

C

B
C

※�2

5

B

○：鳴ります。�
×：鳴りません。�

＝「スキューバクロノグラフ」が計測していない場合＝�

＝「スキューバクロノグラフ」が計測中の場合＝�

○�×� ×� ○� ○�

※�

※�

※�

C

ON

D D

アラームマーク�

現在時刻�

B

BB

→�←�

OFFマーク�
　　点滅�

アラームマーク�
　　消灯�

報時マーク�
　点灯�

報時マーク�
　消灯�

２・３チャンネルがセットされている場合は�
モードを切り替えると点灯します。�

D

C

D

D

C

→�

←�

チャンネル１�

D

5�

DA B C

A

C
C D
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B

B

D
B

C

D

D

→�

ログデータが交互に表示�

A

点滅（ダイブ回数）� 点滅�
B C

D

点滅�
B

すべて消された表示�

上段�
下段�

●グラフィック（ダイビングトータル回数）の見かた�

　※「スキューバクロノグラフ」を初めてお使いになるときは、記憶されているデータを消してから使用することをおすすめします。�

最大550回まで表示します。（０回の場合は、すべて消灯です）�

　　50回で�
　　１個点灯�
（51～60目盛）�

１回で１個点灯（１～50目盛）�

例：125回の場合�

50回分の所が２個点灯�

１回分の所が25個点灯�
50×２＋25＝125回�

●ダイビングトータル回数（グラフィック）の再セットのしかた�

データを消した後でも、今迄の「トータル回数」は再びセットすることができます。�

１�� Aボタン　 を押して
「リコールモード」
にしてください。�

２��ボタン　 を２～３秒間
押し続けると上段の数
字が点滅表示します。�

B ３��ボタン　か　を１回押す毎に点滅
している数字が加・減算をします。
ボタン　 で30回にセットしてくだ
さい。�

C D ４��セットが済みまし
たらボタン　を押
して「リコールモ
ードにもどしてく
ださい。�

A

C
B

　を押すと�
000　 001　 002

B C

D

B

上段�
下段� �

000　 550　 549�
　を押すと�
�

※ボタン　 と　 は押し続けると、早送りできます。�C D

例：トータル回数を30回にセットする場合�

●ログデータの消しかた�
過去のデータが不要になった場合は、次の方法で消すことができます。�
　※記憶されているデータはすべて消されますので、ご注意ください。�

１�� Aボタン　 を押して
「リコールモード」
にしてください。�

２��ボタン　 を２～３秒間
押し続けると上段の数
字が点滅表示します。�

B ３��ボタン　　 を同時に押すと、下段
にACと表示され、確認音が鳴り次
にAC表示が消えて、上段の数字が
「000」になります。�

C ４��ボタン　を押すと
データが消えた状
態になります。�

BD

・メモリーはスキューバクロノグラフ専用です。�
・最新の20回のログデータを記憶しています。�
・ダイビングのトｰタル回数を550回までグラフィックで表示します。�

・電池交換をすると、記憶していたログデータは�
　全て消えてしまいます。�

●ボタンの名称とはたらき�

ボタン�B

ボタン�A

ボタン�

ボタン�

C

D

リコールモード�
への切り替え�

リコールモードマーク�

ログデータ�

ボタン機能案内表示�

グラフィック（ダイビングのトータル回数）�

ダイビング回数�

ダイビング時間（20分15秒）�

ダイビング回数の�
呼び出し／解除� ・ログデータの選択�

・ダイビング回数の修正（加算）�

・ログデータの選択�
・ダイビング回数の修正（減算）�

●ボタン　 を押して「リコールモード」にしてください。�A
１�ログデータのうち「月日・ダイビング回数」と「ダイビング開始時間」を自動的に交互に表示します。�
※ダイビング回数は最新データから表示します。�

例：ダイビング回数を６回�
　　取った場合�

月日・ダイビング回数� ダイビング開始時間�

ダイビング時間�

２�ボタン　 か　 を押す毎に、記憶されたログデータが次の順序で表示します。�
※各表示、ダイビング回数毎にログデータは交互（　 とおなじ）に表示します。�１�

DC

例：２日間でダイビング回数を６回取った場合。�

月／日�ログデータ�
�の回数�

８／１�
８／１�
７／31�
７／31�
７／31�
７／31

２�
１�

１�
２�

４�
３�

ボタン�C

C C C C

�

ボタン�D

D D D D

（表示は８月１日.ダイビング回数６回）�

ダイビングの途中、電池切れで時計が止まってしまったら大変です。そんな不安を解消してくれるのが、「バッテ
リーインジケーター」です。常に電池の残り容量を表示し、いつ電池を交換したら良いか一目で判ります。�

－インジケーターの表示－� 点灯箇所� 判断レベル�

１・２・３�

１・２�

大丈夫です。�

そろそろ電池の交換時期です。�

１�
内部照明は点灯�
しません。�（� ）�

・早く電池を交換してください。�
・TIMEモード表示が点滅し、2～3日中�
　に時計が止まる可能性があります。�
・表示が点滅を始めても時刻は正確です。�

１�２�３�

●ボタンの名称とはたらき�

時刻・カレンダー合わせ�
　呼び出し／解除�

時刻・カレンダーモードマーク�

ボタン�

ボタン�

(A) AM　　12時間制の場合は�
(P) PM　　表示します。�

月�日�曜�

ボタン�

ボタン�

修正箇所の選択�

アラームマーク�
報時マーク�
ボタン機能案内表示（LOCK･MODE･LIGHT）�

・内部照明の点灯�
・修正箇所の合わせ�時� 分�秒�

時刻・カレンダーモード�
への切り替え�

グラフィック表示（１秒毎に表示が１マスずつ加算）�

●ボタン     を押して「時刻・カレンダーモード」にしてください。�
ボタン    を２～３秒間押し続けると、「グラフィック」「月・日・曜」「MODE･LIGHT」（「報時／アラー
ムマーク」）が消え「秒」が点滅を開始して、「時刻・カレンダー合わせ」状態になります。��
報時と同時にボタン    を 押すと「00」に合います。��
※秒表示が30～59秒のとき、ボタン     を押すと１分繰り上がって「00」に合います。�
※時刻合わせは電話の時報サービス（TEL.117）が便利です。��

ボタン    を押すごとに次の順序で合わせたいところ（点滅部）を選ぶことができます。��
※年月日をセットすると「曜」は自動的に設定されます。��

ボタン     を押すたびに修正箇所が替わります。�

秒� 分� 時� 日� 月� 年� 12H/24H→� →� →� →� →� →� →�
�
合わせたいところを点滅させたあとボタン     を１回押すごとに点滅している数字が１つずつ進みます。�
（「12H/24H」を除く）��
※ボタン     を押し続けると、早送りできます。��

�「時刻・カレンダー合わせ」が終わりましたら、ボタン     を１回押して「時刻・カレンダーモード」にもど
してください。押し忘れた場合でも２～３分後には「時刻・カレンダーモード」へ自動的にもどります。��
�※カレンダーは1993年から2042年までの年・月・日がプログラムされていますので、この間、月の大小や、うるう年でも修
正する必要はありません。��

※報時機能については、「アラームの使いかた」を参照してください。�
※電池交換後は、必ず                    4つのボタンを同時に２～３秒間押し、表示が消え、ボタンを離
した後「１月１日  FRI AM  12時00分00秒」の表示になるのを確認してから時刻合わせを行って
ください。（電池交換時以外に、この操作を行うと、記憶された「ログデータ」が消去されます
ので、ご注意ください。）�

※時刻修正の途中で「全点灯表示」になるのは、   ボタンと     ボタンが同時に押された状態です。
その場合は、                    いずれか１つのボタンを押して、「時刻・カレンダーモード」にもど
してください。つぎにあらためて、上記の　 から合わせ直してください。�

�
＝全点灯表示＝�

CB

A D

A
B

D

C

C

D

B

D

D

CBA D

DC

4

5

3

2

1

CBA D
1 

・１秒単位．10時間計�
・最大計測時間　９時間59分59秒�
・１日９回までログデータをメモリー（記録）できます。�
・ログデータの最大メモリーは20回までです。�

・メモリーが20回を越えると古いデータから順に消えて�
　しまいます。�
・スタート後、10分毎に音で知らせます。�
　（オートシグナル機能）�
・仲間同士の合図に便利なコミュニケーションアラーム�
　機能付�●ボタンの名称と働き�

例）スタート前の状態� グラフィック表示（１分毎に表示が１マスずつ点滅）�

リセット�
ボタン�

スキューバクロノグラフ�
モードマーク�

ボタン�

・スキューバクロノグラフモー
ドへの切り替え�

・コミュニケーションアラーム�

・スタート�
・ストップ�

ボタン�

ボタン�

ダイブ回数�

・ストップ�
・内部照明の点灯�

ボタン機能案内表示�

（時・分・秒）�
現在時刻�

�

ログデータとは�
　ダイビング（潜水）の記録のこと�
　です。�
　記録の内容�
　　1）ダイビングをした月日�
　　2）ダイビングの開始時刻（時・�
　　　  分）�
　　3）ダイビングをした時間（時・�
　　　  分・秒）�
　　4）ダイビング回数�
　　5）トータルのダイビング回数�

※コミュニケーションアラームは「スキューバクロノグラフ」が計測中及びストップ状態の時に使用できます。�
※計測中に「スキューバクロノグラフ」をストップさせるには、ボタン     と     を押してください。�

●ボタン    を押して「スキューバクロノグラフモード」にしてください。�
●普通の使いかた（例：スキューバダイビング）�

　　　�

〔ダイビングスタート〕�
スタート�

〔ダイビング１回目〕�
ストップ�

〔　　←　　〕�〔ダイビング２回目〕�〔　　←　　〕�
ストップ�スタート�リセット�

（00秒にもどります。）�

現在�
時刻�
　→�

→� →� →� →�

〔　　→　　〕�
リセット�
�

〔　　→　　〕�
ストップ�

〔ダイビング９回目〕�
スタート�

〔ダイビング２回目〕�
リセット�

スタートと同時にダイブ回数�
が１つ増えます。�

←� ←� ←� ←�

例：15分20秒�

※ダイビング回数が１日10回以上になりますと、継続してダイブ計測はできますが、メモリーはされませんので�
　ご注意ください。�

●時間計測を積算で行う場合�

現在�
時刻�
　→�

スタート� ストップ�
スプリットタイム（例：10分00秒）�

再スタート� ストップ� リセット�
スプリットタイム（例：20分00秒）�

→� →� →� →�

この操作をくり返すことで途中のストップ／スタート�
が何回でもくり返すことができます。�

※操作確認音については「アラームの使いかた」を参照してください。��
※スタートして10分経過毎に音で知らせます。�
　　　（10分＝ピッ・20分＝ピッピッ・30分＝ピッピッピッ・　　　　　50分＝ピッピッピッピッピッ・60分＝ピー）�→��
※モードの変更：「計測中」及び「ストップ時」は出来ません。�
　　　　　　　　「リセット時」は出来ます。�
※ダイビング回数が10回以上（１日）測定した場合の表示方法�

→�→�

９回の場合� 10回以上�

現在時刻�

※メモリーの限度（20回）を越えた場合�
例）3日で27回のログデータを取った場合�

‐ダイビング‐�

１日目：�
�

20回を越えると古いログデータ�
から順に自動的に消えます。�

ログデータ回数�

９回�
�
�

→�

→�

→�

３日間の合計27回�

4 5321

C D

CB

A D

A

C B

D

C C C

B C C

D

B

C C C C

D D

B

6 7 8 9

4 5321 6 7 8 9

4 5321 6 7 8 9

２日目：�
�
�
３日目：�
�
�

９回�
�
�
９回�
�
�

→
� →
�→�←�

D

内部照明用として使用されているエレクトロルミネッセンス（EL）パネルは、電池の電圧が低くなると、輝
度（明るさ）が低下します。また、ELパネルは発光時間の経過と共に、徐々に輝度が減衰する特性を持って
います。�
※ELパネルの輝度は、点灯時間の累積で約500時間経過すると半減します。ご使用中に内部照明が暗くなったときは、まず、電
　池を新しいものに交換してください。�
　電池を交換しても暗すぎる場合は、ELパネルの交換となります。お買上げ店または、セイコー取扱店に交換をお申しつけくだ
　さい。実費にて申し受けます。�
※ELが点灯している際、時計本体を耳元にもってきますと音が聞こえますが、これはトランスの振動音であり、異常ではありま
　せん。�


